
(57)【要約】

トルマリンの効能を効率よく、かつ簡便に利用すること

を可能にしたエネルギー放射装置を提供するため、トル

マリンとセラミックなどのマイナスイオン鉱石とを混合

して特殊鉱石層１４を形成し、この特殊鉱石層１４の上

に所定の色の色料により形成された色料層１６を積層す

る。色料層１６は複数層積層してもよし、また、特殊鉱

石層１４と色料層１６との間や色料層１６同士の間に、

金、銀、チタンまたは炭素を含む中間層１８を形成する

ようにしてもよい。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と を 混 合 し て 形 成 さ れ た 特 殊 鉱 石 層 と 、
前 記 特 殊 鉱 石 層 に 積 層 さ れ た 所 定 の 色 の 色 料 に よ り 形 成 さ れ た 色 料 層 と
を 有 す る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と を 混 合 し て 形 成 さ れ た 特 殊 鉱 石 層 と 、
前 記 特 殊 鉱 石 層 に 積 層 さ れ た 所 定 の 色 の 色 料 に よ り 形 成 さ れ た 複 数 の 色 料 層 と
を 有 す る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 に お い て 、
前 記 複 数 の 色 料 層 は 、 互 い に 異 な る 色 の 色 料 に よ り 形 成 さ れ た も の で あ る
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 に お い て
、
前 記 特 殊 鉱 石 層 と 前 記 色 料 層 と の 間 に 、 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 を 含 む 中 間 層 を 形 成 し
た
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 に お い て
、
前 記 複 数 の 色 料 層 間 の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 間 に 、 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 を 含 む
中 間 層 を 形 成 し た
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ４ ま た は 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル
ギ ー 放 射 装 置 に よ り 壁 面 の 一 部 あ る い は 全 部 を 構 成 し た 中 空 体 と 、
前 記 中 空 体 の 内 部 に 配 置 し た 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 と を
有 す る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 に お い て 、
前 記 壁 面 の 一 部 に 銅 板 を 配 置 し た
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー
照 射 装 置 に お い て 、
前 記 壁 面 の 一 部 に ア ル ミ ニ ウ ム 板 を 配 置 し た
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 に お い て 、
前 記 銅 板 の 外 方 側 に ア ル ミ ニ ウ ム 板 を 被 覆 し た
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ６ 、 請 求 項 ７ 、 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装
置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 に お い て 、
前 記 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル で あ る
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 ６ 、 請 求 項 ７ 、 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装
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置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 に お い て 、
前 記 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル で あ る
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 ６ 、 請 求 項 ７ 、 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の エ ネ ル ギ ー 放 射 装
置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 に お い て 、
前 記 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 Ｎ Ｓ 磁 石 と Ｓ Ｎ 磁 石 と を 反 発 さ せ る よ う に 配 置 し て 構 成
し た
エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
技 術 分 野
本 発 明 は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 お よ び そ れ を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳
細 に は 、 ト ル マ リ ン な ど か ら 放 射 さ れ る 電 磁 波 や マ イ ナ ス イ オ ン な ど の 振 動 エ ネ ル ギ ー を
利 用 し た エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 に 関 す る 。
背 景 技 術
従 来 よ り 、 ト ル マ リ ン か ら は 様 々 な 波 長 の 電 磁 波 や マ イ ナ ス イ オ ン な ど の 振 動 エ ネ ル ギ ー
が 放 射 さ れ て お り 、 こ う し た ト ル マ リ ン の 振 動 エ ネ ル ギ ー の 放 射 に よ る 各 種 の 効 能 が 知 ら
れ て い る 。
即 ち 、 ト ル マ リ ン の 効 能 と し て は 、 例 え ば 、 生 体 内 に お け る コ レ ス テ ロ ー ル の 凝 固 や 血 管
へ の 付 着 防 止 効 果 、 体 液 を 弱 ア ル カ リ 性 に 調 整 す る 効 果 、 遠 赤 外 線 を 発 生 す る 効 果 、 水 の
ミ ネ ラ ル 化 、 水 の 弱 ア ル カ リ 化 、 水 の 活 性 化 、 洗 浄 効 果 、 浴 槽 や 洗 面 器 な ど を 汚 れ に く く
す る 効 果 、 脱 臭 ・ 消 臭 効 果 、 抗 菌 効 果 、 鮮 度 保 持 効 果 な ど が 知 ら れ て い る 。
こ の た め 、 こ う し た ト ル マ リ ン の 効 能 を 効 率 よ く 、 か つ 簡 便 に 利 用 す る こ と の で き る 手 法
の 提 案 が 望 ま れ て い た 。
本 発 明 は 、 上 記 し た よ う な 要 望 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
ト ル マ リ ン の 効 能 を 効 率 よ く 、 か つ 簡 便 に 利 用 す る こ と を 可 能 に し た エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置
お よ び そ れ を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
発 明 の 開 示
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス
イ オ ン 鉱 石 と を 混 合 し て 形 成 さ れ た 特 殊 鉱 石 層 と 、 上 記 特 殊 鉱 石 層 に 積 層 さ れ た 所 定 の 色
の 色 料 に よ り 形 成 さ れ た 色 料 層 と を 有 す る よ う に し た も の で あ る 。
ま た 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と を 混 合 し
て 形 成 さ れ た 特 殊 鉱 石 層 と 、 上 記 特 殊 鉱 石 層 に 積 層 さ れ た 所 定 の 色 の 色 料 に よ り 形 成 さ れ
た 複 数 の 色 料 層 と を 有 す る よ う に し た も の で あ る 。
上 記 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー を 含 む 宇 宙 エ ネ ル ギ ー の よ う な 振 動 エ ネ ル ギ ー
、 換 言 す れ ば 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー を 含 む 宇 宙 エ ネ ル ギ ー の 波 長 帯 の 電 磁 波 な ど の 振 動 エ ネ ル
ギ ー を 受 け て 、 振 動 エ ネ ル ギ ー と し て 太 陽 エ ネ ル ギ ー を 含 む 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 効 率 良 く 発
生 す る 特 殊 鉱 石 層 を 構 成 す る ト ル マ リ ン お よ び マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 な ら び に 色 料 層 を 構 成
す る 色 料 の 色 の 作 用 に よ っ て 、 色 料 の 色 に 応 じ た 波 長 （ 遠 赤 外 線 か ら Ｘ 線 の 波 長 帯 の 波 長
） の 微 弱 な 電 磁 波 や マ イ ナ ス イ オ ン な ど の 振 動 エ ネ ル ギ ー （ 以 下 、 本 明 細 書 に お い て は 、
「 色 料 の 色 に 応 じ た 波 長 の 微 弱 な 電 磁 波 や マ イ ナ ス イ オ ン な ど の 振 動 エ ネ ル ギ ー 」 を 「 光
量 子 エ ネ ル ギ ー 」 ま た は 「 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 」 と 適 宜 に 称 す る 。 ） が 放 射 さ れ る （ 図 １ 参
照 ） 。
な お 、 光 量 子 エ ネ ル ギ ー は 、 全 て の 物 質 に 微 弱 な エ ネ ル ギ ー を 放 出 し 、 微 弱 で あ り な が ら
密 度 の 高 い 質 量 が あ り 、 し か も 極 め て 弱 い 振 動 エ ネ ル ギ ー を 有 し て い る 。
こ こ で 、 図 ２ に 示 す 光 量 子 エ ネ ル ギ ー と 電 磁 波 と の 区 分 を 示 す 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る
と （ な お 、 「 光 子 の 波 長 ＝ 量 子 の 場 と 配 位 子 エ ネ ル ギ ー の 場 」 で あ る 。 ） 、 光 量 子 エ ネ ル
ギ ー は ミ ク ロ の 世 界 に 到 達 し １ 兆 分 の １ （ 原 子 核 ） に 対 し て 作 用 す る 。 こ れ は 、 光 量 子 エ
ネ ル ギ ー が 放 射 さ れ る と 、 量 子 の 場 の 吸 収 、 反 射 、 透 過 と 、 配 位 子 エ ネ ル ギ ー の 場 の 色 の
基 底 状 態 と 励 起 状 態 と の 選 択 吸 収 と が 、 合 体 化 さ れ る か ら で あ る 。
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そ し て 、 上 記 複 数 の 色 料 層 は 、 互 い に 異 な る 色 の 色 料 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
ま た 、 上 記 特 殊 鉱 石 層 と 上 記 色 料 層 と の 間 に 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 等 を 含 む 中 間 層 を
形 成 し て も よ い し （ 図 ３ 参 照 ） 、 上 記 複 数 の 色 料 層 間 の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 間 に 金
、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 等 を 含 む 中 間 層 を 形 成 し て も よ い 。
こ の よ う に 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 等 を 含 む 中 間 層 を 形 成 す る と 、 中 間 層 が 触 媒 機 能 を
果 た し 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 か ら 放 射 さ れ る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 増 幅 さ れ る
。
ま た 、 色 料 層 の 色 を 調 整 す る こ と に よ り 、 色 料 層 か ら 放 射 さ れ る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 波 長
を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 照 射 す る 対 象 物 の 使 用 用 途 に 合 わ す こ と が
で き る 。
ま た 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 は 、 本 発 明 に よ る エ
ネ ル ギ ー 放 射 装 置 に よ り 壁 面 の 一 部 あ る い は 全 部 を 構 成 し た 中 空 体 と 、 上 記 中 空 体 の 内 部
に 配 置 し た 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 と を 有 す る よ う に し た も の で あ る 。
こ こ で 、 上 記 壁 面 の 一 部 に 銅 板 を 配 置 す る よ う に し て も よ い し 、 上 記 壁 面 の 一 部 に ア ル ミ
ニ ウ ム 板 を 配 置 す る よ う に し て も よ い 。
ま た 、 上 記 壁 面 の 一 部 に 銅 板 を 配 置 し た 場 合 に は 、 上 記 銅 板 の 外 方 側 に ア ル ミ ニ ウ ム 板 を
被 覆 す る よ う に し て も よ い 。
さ ら に 、 上 記 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル や 、 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル や
、 Ｎ Ｓ 磁 石 と Ｓ Ｎ 磁 石 と を 反 発 さ せ る よ う に 配 置 す る こ と に よ り 構 成 す る よ う に し て も よ
い 。
発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態
以 下 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 お よ び そ れ を 備 え た
エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
な お 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 同 一 ま た は 相 当 す る 構 成 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 共 通 の 符 号
を 付 し て 示 す こ と と し 、 重 複 す る 説 明 は 省 略 す る も の と す る 。
ま ず 、 図 ４ （ ａ ） に は 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 の 実 施 の 形 態 の 一 例 の 概 念 構 成
説 明 図 が 示 さ れ て い る 。
こ の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ は 、 基 板 １ ２ 上 に 特 殊 鉱 石 層 １ ４ を 形 成 し 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４
の 上 面 に 色 料 層 １ ６ を 形 成 し た も の で あ る 。
こ こ で 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ は 、 ト ル マ リ ン と セ ラ ミ ッ ク ス な ど の マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と を 混
合 し た も の よ り 形 成 さ れ た 層 で あ る 。 ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と の 混 合 の 割 合 は
、 ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と を 同 量 と し て も よ い が 、 必 ず し も 両 者 を 同 量 と す る
必 要 は な く 、 各 種 の 用 途 に 応 じ て 一 方 を 他 方 よ り も 多 く す る な ど の よ う に 、 両 者 の 混 合 割
合 を 適 宜 に 変 更 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 後 述 す る よ う に 、 水 の ミ ネ ラ ル 化 、 水 の
弱 ア ル カ リ 化 あ る い は 水 の 活 性 化 の た め に 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ よ り 放 射 さ れ る カ ラ
ー エ ネ ル ギ ー を 水 に 対 し て 照 射 す る 場 合 に は 、 マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 を ト ル マ リ ン よ り も 多
く 用 い 、 ま た 、 自 動 車 の エ ン ジ ン の 排 気 ガ ス の 浄 化 の た め に 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ よ
り 放 射 さ れ る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 自 動 車 の エ ン ジ ン に 吸 気 さ れ る エ ア ー に 対 し て 照 射 す る
場 合 に は 、 ト ル マ リ ン を マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 よ り も 多 く 用 い る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 ト ル マ リ ン や マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 は 、 こ の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ が 使 用 さ れ る 地
域 を 中 心 と し て 、 東 方 、 西 方 、 南 方 お よ び 北 方 の 東 西 南 北 の 各 地 域 か ら 産 出 さ れ た 鉱 石 を
混 合 し て 用 い る こ と が 望 ま し い 。 な お 、 上 記 し た 東 西 南 北 の 各 地 域 は 、 日 本 国 内 に お け る
東 西 南 北 の 各 地 域 に 限 ら れ る こ と な し に 、 世 界 規 模 で の 東 西 南 北 の 各 地 域 も 含 ま れ る 。 即
ち 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ が 使 用 さ れ る 地 域 が 日 本 で あ る な ら ば 、 例 え ば 、 東 方 と し て
北 米 西 海 岸 地 域 、 西 方 と し て 南 欧 地 域 、 南 方 と し て 大 洋 州 地 域 、 北 方 と し て シ ベ リ ア 地 域
な ど か ら 産 出 し た ト ル マ リ ン や マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 を 用 い る こ と が で き る 。
ト ル マ リ ン と マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 と に よ り 特 殊 鉱 石 層 １ ４ を 形 成 す る に あ た っ て は 、 ま ず
、 ト ル マ リ ン な ら び に マ イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 を 粉 砕 し て 粉 粒 に す る 。 次 ぎ に 、 こ れ ら の 粉 粒
を 適 宜 の 混 合 割 合 で 混 合 し 、 そ れ か ら 高 温 （ 例 え ば 、 ８ ６ ０ ℃ ～ １ ２ ５ ０ ℃ で あ る 。 ） で
焼 結 し て 固 め る こ と に よ り 形 成 す る 。
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一 方 、 色 料 層 １ ６ は 、 適 宜 の 色 の 色 料 （ 本 明 細 書 に お い て 「 色 料 」 と は 、 所 定 の 色 彩 を 付
さ れ た 媒 体 を 意 味 す る 。 ） よ り な る 層 で あ る 。 こ こ で 、 色 料 と し て は 、 例 え ば 、 色 紙 や 色
つ き の プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト な ど の 適 宜 の 材 料 か ら な る も の を 用 い る こ と が で き る 。
な お 、 こ の エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色 料 層 １ ６ を 構 成 す る 色 料 の 色 は 単 一 色 に よ り 形 成
さ れ て い る も の と す る が 、 複 数 色 が 混 在 す る よ う に 形 成 さ れ た 色 料 に よ り 色 料 層 １ ６ を 構
成 し て も よ い 。
ま た 、 色 料 の 色 と し て は 、 赤 、 橙 、 黄 、 緑 、 青 、 藍 、 紫 、 白 あ る い は 黒 な ど の 各 種 の 色 を
適 宜 に 用 い る こ と が で き る 。 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ に よ り 放 射 さ れ る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー
に よ り 、 色 料 層 １ ６ を 構 成 す る 色 料 の 色 に 応 じ た 効 能 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 色 料 層
１ ６ を 構 成 す る 色 料 の 色 に 応 じ て 得 ら れ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ に よ り 放 射 さ れ る カ ラ
ー エ ネ ル ギ ー に よ っ て 得 ら れ る 効 能 に つ い て は 、 図 ６ な ど を 参 照 し な が ら 後 に 詳 述 す る 。
以 上 の 構 成 に お い て 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 上 面 か ら は 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー を 含 む 宇 宙
エ ネ ル ギ ー の よ う な 振 動 エ ネ ル ギ ー 、 換 言 す れ ば 、 太 陽 エ ネ ル ギ ー を 含 む 宇 宙 エ ネ ル ギ ー
の 波 長 帯 の 電 磁 波 な ど の 振 動 エ ネ ル ギ ー を 受 け て 、 振 動 エ ネ ル ギ ー と し て 太 陽 エ ネ ル ギ ー
を 含 む 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 効 率 良 く 発 生 す る 特 殊 鉱 石 層 １ ４ を 構 成 す る ト ル マ リ ン お よ び マ
イ ナ ス イ オ ン 鉱 石 な ら び に 色 料 層 １ ６ を 構 成 す る 色 料 の 色 の 作 用 に よ っ て 、 色 料 の 色 に 応
じ た 波 長 （ 遠 赤 外 線 か ら Ｘ 線 の 波 長 帯 の 波 長 ） の 微 弱 な 電 磁 波 や マ イ ナ ス イ オ ン な ど の 振
動 エ ネ ル ギ ー た る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 放 射 さ れ る 。 な お 、 図 ４ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） な ら び
に 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） に お い て は 、 符 号 Ｅ に よ り 概 念 的 に カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 放 射 を
表 し て い る 。
こ う し て エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 対 象 物 に 対 し て 照 射
す る こ と に よ り 、 対 象 物 が 植 物 で あ る な ら ば 植 物 の 活 性 化 を 図 る こ と が で き 、 ま た 、 対 象
物 が 動 物 で あ る な ら ば 動 物 の 生 体 活 性 化 を 図 る こ と が で き 、 さ ら に は 、 化 学 物 質 の 原 子 化
、 水 の ミ ネ ラ ル 化 、 水 の 弱 ア ル カ リ 化 あ る い は 水 の 活 性 化 や 自 動 車 の エ ン ジ ン の 排 気 ガ ス
の 浄 化 な ど が 可 能 と な る 。
こ こ で 、 図 ６ に は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 波 長 帯 と 感 情 ・ 五 臓 と の 関 係 、 即 ち 、 色 料 層 １ ４
を 構 成 す る 色 料 の 色 に 応 じ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 波 長 帯 と 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 照 射 さ れ
る 対 象 物 が 人 体 の 場 合 に お け る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー に よ っ て 活 性 化 さ れ る 対 象 が 示 さ れ て い
る 。
図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 例 え ば 、 色 料 層 １ ６ を 構 成 す る 色 料 の 色 が 赤 の 場 合 に は 、 エ
ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 照 射 さ れ る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 人 体 に 照 射 す る こ と に よ り 、 人
間 の 創 造 性 、 歓 喜 、 活 力 を 促 進 し 、 視 覚 を 活 性 化 し 、 心 臓 の 働 き を 活 性 化 す る こ と が で き
る 。
ま た 、 図 ７ に は 、 特 定 色 ・ 特 定 腺 の 影 響 と 光 量 子 エ ネ ル ギ ー の 波 長 と の 関 係 を 表 す 図 が 示
さ れ て い る が 、 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 人 間 の 体 は 色 と 腺 分 泌 に 分 け ら れ て 、 頭 の 上
か ら 仙 骨 に い た る ま で 虹 の 色 （ ７ 色 ） に よ り 構 成 さ れ て い る 。 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を そ れ ぞ
れ の 部 分 に 色 別 に 照 射 す る こ と に よ り 、 細 胞 を 活 性 化 さ せ る こ と が で き る 。
と こ ろ で 、 色 料 層 １ ６ を 構 成 す る そ れ ぞ れ の 色 料 の 元 素 は 、 例 え ば 、 酸 素 、 水 素 、 炭 素 、
リ ジ ウ ム 、 カ ル シ ウ ム 、 バ リ ウ ム 、 マ ン ガ ン 、 鉄 、 ク ロ ム 、 ニ ッ ケ ル 、 銅 、 亜 鉛 、 ス ロ テ
ウ ム 、 カ ド ミ ウ ム 、 コ バ ル ト 、 マ ン ガ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 チ タ ン 、 ル ビ ジ ウ ム な ど を 含 み
、 滋 養 あ る い は 栄 養 の ひ と つ と な っ て い る と 認 め ら れ て い る 。
色 料 層 １ ６ を 構 成 す る そ れ ぞ れ の 色 料 は 反 射 し た と き 色 彩 と な り 、 そ れ ぞ れ の 波 長 （ ４ ３
０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム 以 上 の 波 長 帯 ） を も っ て 放 射 さ れ る 。 一 方 、 対 象 物 と な る 人 体 や 動
物 な ど の 全 て の 物 質 も エ ネ ル ギ ー を 放 射 し て い る 。
そ し て 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ に よ り 発 生 さ れ た 振 動 エ ネ ル ギ ー が 色 料 層 １ ６ を 通 過 す る こ と に
よ っ て 、 当 該 色 料 層 １ ６ を 構 成 す る 色 料 の 色 に 応 じ て カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 放 射 さ れ る こ と
に な る 。 ま た 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ に よ り 発 生 さ れ た 波 動 エ ネ ル ギ ー が 色 料 層 １ ６ を 通 過 す る
こ と に よ っ て 、 色 料 の 補 正 エ ネ ル ギ ー を 増 加 さ せ る こ と が で き る 。
こ こ で 、 有 機 物 や 無 機 物 な ど の 全 て の 物 質 は 、 周 波 数 全 域 の 電 磁 波 を 感 知 す る 。 こ の こ と
は 、 万 物 が 光 の 電 磁 気 と 光 を 構 成 す る 色 に 反 応 を 示 す こ と を 意 味 し て い る 。 例 え ば 、 植 物
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は 光 合 成 を 行 う 上 で 、 光 を 必 要 と し て い る 。 葉 を 通 し て 入 っ て き た 光 エ ネ ル ギ ー を 使 っ て
、 空 気 か ら 取 り 入 れ た 二 酸 化 炭 素 と 土 か ら 吸 い 上 げ た 水 お よ び 微 量 元 素 を 結 合 し 、 自 ら の
成 長 や 繁 殖 に 必 要 な 成 分 を 作 り 出 し て い る 。 太 陽 の 光 エ ネ ル ギ ー は 、 植 物 の 栄 養 分 を 合 成
す る た め に な く て は な ら な い も の で あ る 。
動 物 も 太 陽 の 光 エ ネ ル ギ ー が あ た る と 、 直 接 身 体 に 影 響 を 受 け る 。 即 ち 、 人 体 組 織 に 化 学
的 、 物 理 的 変 化 を も た ら す 。 つ ま り 、 図 ８ の カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 認 識 さ れ る 経 路 に 示 す よ
う に 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 人 間 、 動 物 が そ れ ら を 目 で と ら え た 場 合 に 網 膜 を 刺 激 し 、 視 床
下 部 を 通 じ て 細 胞 に 伝 送 さ れ 電 子 、 分 子 、 原 子 核 を 刺 激 す る 。
ま た 、 図 ９ の 光 量 子 エ ネ ル ギ ー の 対 象 物 へ の 作 用 を 表 す 図 に 示 す よ う に 、 人 間 や 動 物 は 皮
膚 か ら も 光 量 子 エ ネ ル ギ ー を 受 け る こ と が で き 、 光 量 子 エ ネ ル ギ ー を 目 で と ら え た 場 合 と
同 様 に 、 光 量 子 エ ネ ル ギ ー は 細 胞 に 伝 送 さ れ て 分 子 や 原 子 核 を 刺 激 す る 。
即 ち 、 光 量 子 エ ネ ル ギ ー は 、 陽 子 に 直 接 作 用 を 及 ぼ し （ 図 ９ の ▲ １ ▼ ） 、 陽 子 の ス ピ ン 運
動 を 変 化 さ せ る （ 図 ９ の ▲ ２ ▼ ） 。 そ う す る と 、 電 子 の 回 転 が 変 化 し て 、 原 子 の 物 性 が 変
化 す る （ 図 ９ の ▲ ３ ▼ ） 。 さ ら に 、 分 子 間 の 原 子 の 結 合 状 態 が 変 化 し 、 ま た 、 分 子 と 分 子
と の 結 合 も 変 化 す る （ 図 ９ の ▲ ４ ▼ ） 。
こ う し た こ と に よ り 、
１ ． 有 機 物 の 細 胞 分 子 の 活 性 化 （ 細 胞 本 来 の 姿 に 戻 す ）
２ ． 原 子 間 の 結 合 の 促 進
３ ． 分 子 間 の 切 断 （ 分 解 ）
４ ． 界 面 の 活 性 化
５ ． 電 荷 の 中 和
な ど の 作 用 が 生 じ る 。
こ の た め 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 対 象 物 に 照 射 す る
こ と に よ っ て 、 対 象 物 の 弱 っ た 細 胞 を 元 に 戻 す 働 き が あ る と 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 エ ネ ル
ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 対 象 物 に 照 射 す る と 、 マ イ ナ ス イ オ
ン の 増 加 、 血 流 の 改 善 、 免 疫 力 の 向 上 、 健 康 の 維 持 、 病 気 の 予 防 や 回 復 、 集 中 力 の 向 上 な
ど を 図 る こ と が で き る 。
以 下 に 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 対 象 物 に 照 射 す る こ
と に よ っ て 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 対 象 物 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
（ １ ） エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 植 物 に 対 し て 照 射 す る
と 、 植 物 の 基 本 組 織 細 胞 を 活 性 化 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 病 害 虫 耐 性 の 向 上 、 肥 料
吸 収 力 向 上 が 図 ら れ 、 植 物 本 来 の 姿 へ 移 行 す る こ と が で き る 。
（ ２ ） エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 食 品 に 対 し て 照 射 す る
と 、 食 品 の 鮮 度 保 持 や 発 酵 の 促 進 が 図 ら れ 、 日 持 ち の 向 上 、 品 質 向 上 、 生 産 性 向 上 に つ な
が る 。
（ ３ ） 水 は 、 身 体 ま た は 細 胞 や 組 織 に 栄 養 や エ ネ ル ギ ー を 運 ぶ 媒 体 と し て 機 能 し て い る 。
従 っ て 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 水 に 対 し て 照 射 し 、
こ の カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 照 射 さ れ た 水 （ 以 下 、 「 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 水 」 と 適 宜 に 称 す る 。
） を 人 や 動 物 が 飲 む と 、 そ の 人 や 動 物 の 血 液 が サ ラ サ ラ に な っ て 血 液 の 循 環 が ス ム ー ズ に
な り 、 弱 っ た 細 胞 と そ の 周 辺 に 作 用 し て 細 胞 の 活 性 化 を 助 け る 。
ま た 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 水 は 、 普 通 の 水 と 比 較 す る と 約 ３ ０ ｐ ｐ ｍ も 重 水 濃 度 を 減 少 す る
。 従 っ て 、 こ う し た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 水 を 服 用 す る こ と は 、 ガ ン 細 胞 の 増 殖 を 抑 制 し 、 ま
た 、 ガ ン 細 胞 を 壊 死 さ せ る こ と に つ な が る 。 こ の 点 に つ い て 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
ま ず 、 水 に は 軽 水 と 重 水 と が あ る （ な お 、 そ の 他 の 水 の 種 類 と し て は 、 硬 水 、 永 久 硬 水 、
一 次 硬 水 、 蒸 留 水 、 純 水 が あ る ） 。
一 般 に 、 水 分 子 は 、 水 素 原 子 ２ 個 と 酸 素 原 子 １ 個 と が 互 い の 電 子 を 出 し 合 っ た 共 有 結 合 を
し て い る 。 し か し 、 こ う し た 水 分 子 は １ 分 子 で 存 在 す る だ け で は な く 、 非 常 に た く さ ん 集
ま っ て 体 積 を 保 ち 水 を 形 成 し て い る 。 ま た 、 水 分 子 は た え ず 移 動 し 水 素 結 合 （ 図 １ ０ 参 照
） を 繰 り 返 し 、 く っ つ い た り 離 れ た り し て 一 つ の ク ラ ス タ ー と 称 さ れ る 集 団 を 形 成 し て い
る （ 図 １ １ 参 照 ） 。

10

20

30

40

50

(6) JP WO2003/086616 A1 2003.10.23



即 ち 、 水 は 水 の １ 分 子 が 単 独 で 存 在 す る だ け で は な く 、 水 素 結 合 で 構 造 化 さ れ た ク ラ ス タ
ー を 形 成 し て お り 、 ク ラ ス タ ー が 小 さ い 水 は 美 味 し い と 言 わ れ て い る 。
こ こ で 、 一 般 に 水 と い え ば 、 質 量 数 が １ の 水 素 原 子 が ２ 個 と 質 量 数 が １ ６ の 酸 素 原 子 が １
個 と か ら 構 成 さ れ て い る 質 量 量 １ ８ の 水 分 子 の こ と を 指 し 、 こ れ を 軽 水 と い う 。
と こ ろ で 、 地 球 上 の 天 然 水 （ 軽 水 ＝ 普 通 の 水 ） に は 、 質 量 数 が １ ８ よ り 大 き い 重 水 の 水 分
子 が １ ０ ０ 万 分 の １ ５ ０ 個 （ １ ５ ０ ｐ ｐ ｍ ） 含 ま れ て い る 。 こ の 「 軽 水 の 中 に 重 水 が あ る
」 と い う こ と は 、 １ ９ ３ ２ 年 に ユ ー レ イ に よ っ て 発 見 さ れ た が 、 そ の 後 に ハ ン ガ リ ー の シ
ャ ム ヤ イ 博 士 （ 理 学 博 士 、 分 子 生 物 学 者 ） は 、 重 水 素 を 減 少 さ せ た 軽 水 が ガ ン 細 胞 を 壊 死
さ せ る こ と を 発 見 し た 。 シ ャ ム ヤ イ 博 士 の 「 Ｌ ｅ ｔ ’ ｓ 　 ｄ ｅ ｆ ｅ ａ ｔ 　 ｃ ａ ｎ ｃ ｅ ｒ ！
」 と 題 す る 論 文 の 中 に は 、 軽 水 の 中 の 重 水 濃 度 を １ ０ ０ 万 分 の １ ４ ０ 個 （ １ ４ ０ ｐ ｐ ｍ ）
に 下 げ た だ け で 細 胞 に 大 き な 変 化 が お き る 旨 が 示 さ れ て い る 。
本 願 発 明 者 の 実 験 に よ れ ば 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 水 の 重 水 濃 度 は １ ０ ０ 万 分 の １ ２ １ 個 （ １
２ １ ｐ ｐ ｍ ） に 過 ぎ ず 、 普 通 の 水 に 比 較 し て 重 水 濃 度 が 約 ３ ０ ｐ ｐ ｍ も 減 少 さ れ て い る 。
こ の こ と は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 水 の 服 用 の 効 果 と し て 、 ガ ン 細 胞 の 増 殖 を 抑 制 し 、 ま た 、
壊 死 さ せ る こ と に つ な が る と い え ま す 。 同 時 に 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー 水 を 飲 む こ と に よ っ て
、 人 体 の 健 康 増 進 免 疫 回 復 が さ れ 、 常 に 健 康 体 で 生 き ら れ る と 考 え ら れ る 。
な お 、 重 水 が 飲 料 水 と し て 使 用 で き な い 理 由 は 、 体 の 中 で 酸 素 （ 生 体 内 で 触 媒 と し て 作 用
す る 高 分 子 物 質 ） の 働 き を 阻 害 し 、 生 理 機 能 に 著 し い ダ メ ー ジ を 与 え る か ら で あ る 。
（ ４ ） 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ を 自 動 車 の エ ン ジ ン １ ０ ０ と エ ア ク
リ ー ナ ー １ ０ ２ と の 間 の 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ に 装 着 し 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら
放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー Ｅ を 自 動 車 の エ ン ジ ン １ ０ ０ に 吸 気 さ れ る エ ア ー に 照 射 し た
場 合 に は 、 エ ン ジ ン １ ０ ０ に お け る 燃 焼 速 度 が 増 大 す る た め に 、 エ ン ジ ン か ら の 排 気 ガ ス
中 の Ｎ ｏ ｘ 、 Ｐ Ｍ な ど が 大 幅 に 軽 減 さ れ 、 燃 費 も 向 上 す る 。 図 １ ３ 乃 至 図 １ ８ に は 、 エ ネ
ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー ト が
示 さ れ て い る 。 こ の レ ポ ー ト か ら も 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４
に 装 着 す る こ と に よ り 、 エ ン ジ ン か ら の 排 気 ガ ス 中 の Ｎ ｏ ｘ 、 Ｐ Ｍ な ど が 大 幅 に 軽 減 し 、
燃 費 も 向 上 し て い る こ と が わ か る 。
な お 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ は 、 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ の エ ン ジ ン １ ０ ０ の 近 傍 に 装
着 す る こ と が 好 ま し い 。
ま た 、 図 １ ２ に お け る 符 号 １ ０ ６ は ア ル ミ 薄 板 な ど に よ り 構 成 さ れ る 反 射 板 で あ り 、 エ ネ
ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー Ｅ を 反 射 し て 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー Ｅ
を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ の 外 部 へ 漏 ら す こ と な く 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ に 対 し 照 射 す
る こ と を 可 能 に し て い る 。
な お 、 図 １ ２ に お け る 符 号 １ ０ ６ を 反 射 板 と し て は 構 成 せ ず に 、 単 な る 防 塵 カ バ ー と し て
構 成 し た 場 合 に は 、 例 え ば 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ と 対 向 す る よ
う に し て 、 ア ル ミ 薄 板 な ど に よ り 構 成 さ れ る 反 射 板 １ ０ ８ を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ に 装
着 す る 。 そ し て 、 こ の 反 射 板 １ ０ ８ に よ り 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ
ー エ ネ ル ギ ー Ｅ を 反 射 し て 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー Ｅ を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ の 外 部 へ 漏 ら
す こ と な く 吸 気 エ ア ー ラ イ ン １ ０ ４ に 対 し 照 射 す る こ と を 可 能 に し て も よ い 。
（ ５ ） エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 臭 い 物 質 に 対 し て 照 射
す る と 、 臭 い 発 生 を 消 滅 す る こ と が で き 、 脱 臭 、 消 臭 の 効 果 が あ る 。
（ ６ ） エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ か ら 放 射 さ れ た カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 楽 器 や 音 楽 奏 で ら れ て
い る 空 間 に 照 射 す る と 、 通 常 は 耳 に 聞 き 取 れ な い 和 声 音 程 や 各 音 高 の 音 を 活 性 化 さ せ 、 そ
の 活 性 化 さ れ た 音 に 接 し た 人 の 五 感 の 働 き や 、 植 物 の 生 命 調 和 が 保 持 さ れ る 。 例 え ば 、 図
２ ０ の カ ラ ー エ ネ ル ギ ー に よ る 音 の 調 和 旋 律 に 示 す よ う に 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色
料 層 １ ４ の 色 が 金 色 の 場 合 に は 五 線 譜 に お い て ト 音 記 号 に よ り 示 さ れ る 楽 曲 の 和 声 音 程 を
活 性 化 さ せ 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色 料 層 １ ４ の 色 が 赤 色 の 場 合 に は 五 線 譜 に お け る
下 第 １ 線 に あ る ド の 音 高 の 音 を 活 性 化 さ せ 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色 料 層 １ ４ の 色 が
青 色 の 場 合 に は 五 線 譜 に お け る 第 ２ 線 に あ る ソ の 音 高 の 音 を 活 性 化 さ せ 、 エ ネ ル ギ ー 放 射
装 置 １ ０ の 色 料 層 １ ４ の 色 が 黄 色 の 場 合 に は 五 線 譜 に お け る 第 ２ 間 に あ る ラ の 音 高 の 音 を
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活 性 化 さ せ 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色 料 層 １ ４ の 色 が 白 色 の 場 合 に は 五 線 譜 に お け る
第 ２ 間 に あ る ラ よ り 高 い 音 高 の 音 を 活 性 化 さ せ 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色 料 層 １ ４ の
色 が 黒 色 の 場 合 に は 五 線 譜 に お け る 下 第 １ 線 に あ る ド よ り 低 い 音 高 の 音 を 活 性 化 さ せ る 。
こ こ で 、 図 ２ １ に は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 対 象 物 別 使 用 物 質 効 果 表 の 図 表 が 示 さ れ て お り
、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 照 射 対 象 物 毎 に 、 各 照 射 対 象 物 に カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 作 用 さ せ る 、
換 言 す れ ば 、 各 照 射 対 象 物 を 活 性 化 さ せ る の に 適 し た 色 料 層 １ ６ と 特 殊 鉱 石 層 １ ４ と の 関
係 が 示 さ れ て い る 。
次 に 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー
照 射 装 置 の 実 施 の 形 態 の 一 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
図 ２ ２ （ ａ ） （ ｂ ） に は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た
エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 （ 以 下 、 単 に 「 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 」 と 適 宜 に 称 す る 。 ） ２ ０ ０ が 示
さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ ２ （ ａ ） は 一 部 を 破 断 し た 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ ２ （ ｂ ） は 図 ２ ２
（ ａ ） の Ａ － Ａ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
こ の エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ は 、 外 形 が 略 長 方 体 状 の 中 空 の 箱 状 体 で あ り 、 底 面 ２ ０ ２
と ４ 枚 の 側 壁 ２ ０ ４ と は エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 エ ネ ル ギ
ー 放 射 装 置 １ ０ に よ り 底 面 ２ ０ ２ と ４ 枚 の 側 壁 ２ ０ ４ と を 形 成 す る 際 に は 、 色 料 層 １ ６ が
エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ 側 に 位 置 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
ま た 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 上 面 側 は 銅 板 ２ ０ ６ に よ り 遮 蔽 さ れ て お り 、 そ の 銅 板
２ ０ ６ の 上 面 、 即 ち 、 外 方 側 に は ア ル ミ ニ ウ ム 板 ２ ０ ８ が 被 覆 さ れ て い る 。
こ こ で 、 銅 板 ２ ０ ６ は カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 吸 収 す る よ う に 作 用 し 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 ２ ０ ８
は カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 反 射 す る よ う に 作 用 す る 。
そ し て 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ に お い て 、 底 面 ２ ０ ２ 上 に 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放
射 装 置 ２ １ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
こ の 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 ２ １ ０ は 、 例 え ば 、 図 ２ ３ （ ａ ） ま た は 図 ２ ３ （ ｂ ） に 示 す
左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル ３ ０ ０ に よ っ て 構 成 す る こ と が で き 、 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル ３ ０ ０ に よ
っ て 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 発 生 し て 放 出 す る こ と が で き る 。
図 ２ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル ３ ０ ０ に 交 流 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 あ
る い は 、 図 ２ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル ３ ０ ０ に 直 流 を 印 加 す る こ と に よ
っ て 、 磁 場 も 発 生 せ ず 、 ま た 、 電 磁 波 も 発 生 さ せ な い で 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 発 生 し て 放 出
す る こ と が で き る 。 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル ３ ０ ０ に よ り 放 出 さ れ る 宇 宙 エ ネ ル ギ ー は 、 素 粒
子 よ り 超 微 粒 子 で あ る 波 長 が １ ０ － ４ ～ １ ０ － １ ８ ｍ の 宇 宙 エ ネ ル ギ ー で あ る 。
ま た 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 ２ １ ０ は 、 例 え ば 、 図 ２ ４ （ ａ ） ま た は 図 ２ ４ （ ｂ ） に 示
す 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル ４ ０ ０ に よ っ て も 構 成 す る こ と が で き 、 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル ４ ０ ０
に よ っ て 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 発 生 し て 放 出 す る こ と が で き る 。
図 ２ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル ４ ０ ０ に 交 流 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 あ
る い は 、 図 ２ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル ４ ０ ０ に 直 流 を 印 加 す る こ と に よ
っ て 、 磁 場 も 発 生 せ ず 、 ま た 、 電 磁 波 も 発 生 さ せ な い で 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 発 生 し て 放 出
す る こ と が で き る 。 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル ４ ０ ０ に よ り 放 出 さ れ る 宇 宙 エ ネ ル ギ ー は 、 素 粒
子 よ り 超 微 粒 子 で あ る 波 長 が １ ０ ４ ～ １ ０ － １ ８ ｍ の 宇 宙 エ ネ ル ギ ー で あ る 。
な お 、 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル ４ ０ ０ に お い て は 、 左 右 の コ イ ル の 巻 数 を 変 化 さ せ る こ と に よ
っ て 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー の 波 長 を 変 化 さ せ る こ と が で き る 。
さ ら に 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 ２ １ ０ は 、 例 え ば 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 Ｎ Ｓ 磁 石 ５ ０
０ と Ｓ Ｎ 磁 石 ６ ０ ０ と を 反 発 さ せ る よ う に 配 置 し て 構 成 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 磁
場 や 電 磁 波 の 発 生 を お さ え 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー を 発 生 し て 放 出 す る こ と が で き る 。
こ の 図 ２ ５ に 示 す 構 成 の 場 合 に は 、 放 出 さ れ る 宇 宙 エ ネ ル ギ ー は 、 素 粒 子 よ り 超 微 粒 子 で
あ る 波 長 が １ ０ － ４ ～ １ ０ － １ ８ ｍ の 宇 宙 エ ネ ル ギ ー で あ る 。
以 上 の 構 成 に お い て 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ に 、 容 器 に 入 れ た 水 な ど の 地 球
に あ る 全 て の 対 象 物 の い ず れ か を 配 置 し 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 ２ １ ０ に よ り 宇 宙 エ ネ
ル ギ ー を 放 出 す る と 、 そ れ に 伴 い 上 記 し た 作 用 よ り カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が エ ネ ル ギ ー 照 射 装
置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ に 照 射 さ れ 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ に
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配 置 さ れ た 対 象 物 に 作 用 す る 。
こ の 際 に 、 銅 板 ２ ０ ６ は カ ラ ー エ ネ ル ギ ー を 吸 収 し 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 ２ ０ ８ は カ ラ ー エ ネ
ル ギ ー を 反 射 す る の で 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ に 配 置 さ れ た 対 象 物 に 効 率 よ
く カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 照 射 さ れ 、 当 該 対 象 物 を 急 速 に 活 性 化 さ せ る こ と が で き る 。
な お 、 底 面 ２ ０ ２ と ４ 枚 の 側 壁 ２ ０ ４ と を 構 成 す る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ の 色 料 層 の 色
を 適 宜 に 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ を 種 々 の 用 途 に 使 用 す る
こ と が で き る 。
な お 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 は 、 以 下 に 示 す （ １ ） 乃 至 （ ８ ） の よ う に 変 形 し て も よ い 。
（ １ ） 第 １ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 基 板 １ ２ 上 に 特 殊 鉱 石 層 １ ４ を 積 層 し 、 さ ら に そ の 上 に
色 料 層 １ ６ を 積 層 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で あ り 、 基
板 １ ２ を 用 い る こ と な し に 、 単 に 特 殊 鉱 石 層 １ ２ 上 に 色 料 層 １ ６ を 積 層 す る よ う に し て も
よ い 。 要 す る よ う に 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 特 殊 鉱 石 層 と 色 料 層 と が 積 層
さ れ て い れ ば よ い 。
（ ２ ） 第 ２ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 基 板 １ ２ の 全 面 に わ た っ て 特 殊 鉱 石 層 １ ４ が 積 層 さ れ る
と と も に 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ の 全 面 に わ た っ て 色 料 層 １ ６ が 積 層 さ れ る よ う に し た が 、 こ れ
に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で あ り 、 基 板 １ ２ の 上 面 の 一 部 に の み 特 殊 鉱 石 層 １ ４
が 積 層 さ れ て も よ い し 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ の 上 面 の 一 部 に の み 色 料 層 １ ６ が 積 層 さ れ て も よ
い 。 要 す る に 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 は 、 特 殊 鉱 石 層 と 色 料 層 と が 一 部 の 領 域
に お い て も 積 層 さ れ て い れ ば よ い 。
（ ３ ） 第 ３ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 基 板 １ ２ 上 に 特 殊 鉱 石 層 １ ４ を 積 層 し 、 さ ら に そ の 上 に
色 料 層 １ ６ を 一 層 の み 積 層 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で
あ る 。 例 え ば 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 同 色 の 色 料 よ り な る 複 数 層 の 色 料 層 １ ６ を 積 層
す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 異 な る 色 の 色 料 よ り な
る 複 数 層 の 色 料 層 １ ６ ， １ ６ ’ ， １ ６ ’ ’ ， １ ６ ’ ’ ’ を 積 層 す る よ う に し て も よ い 。
（ ４ ） 第 ４ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 な ら び に 上 記 し た 第 ３ の 変 形 例 に お い て は 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ の 上 に 色
料 層 １ ６ を 直 接 積 層 し た り （ 図 ４ （ ａ ） を 参 照 す る 。 ） 、 色 料 層 １ ６ の 上 に 色 料 層 １ ６ を
直 接 積 層 し た り （ 図 ４ （ ｂ ） を 参 照 す る 。 ） 、 あ る い は そ れ ぞ れ 異 な る 色 の 色 料 よ り な る
複 数 層 の 色 料 層 １ ６ ， １ ６ ’ ， １ ６ ’ ’ ， １ ６ ’ ’ ’ を そ れ ぞ れ 直 接 積 層 し た （ 図 ４ （ ｃ
） を 参 照 す る 。 ） 。 し か し な が ら 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え
ば 、 特 殊 鉱 石 層 １ ４ の 上 に 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 な ど を 含 む 中 間 層 １ ８ を 積 層 し て 当
該 中 間 層 １ ８ の 上 に 色 料 層 １ ６ を 積 層 し た り （ 図 ４ （ ａ ） に 対 応 す る 図 ５ （ ａ ） を 参 照 す
る 。 ） 、 色 料 層 １ ６ の 上 に 金 や チ タ ン な ど を 含 む 中 間 層 １ ８ を 積 層 し て 当 該 中 間 層 １ ８ の
上 に 色 料 層 １ ６ を 積 層 し た り （ 図 ４ （ ｂ ） に 対 応 す る 図 ５ （ ｂ ） を 参 照 す る 。 ） 、 あ る い
は そ れ ぞ れ 異 な る 色 の 色 料 よ り な る 複 数 層 の 色 料 層 １ ６ ， １ ６ ’ ， １ ６ ’ ’ ， １ ６ ’ ’ ’
の 間 に そ れ ぞ れ 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 な ど を 含 む 中 間 層 １ ８ を そ れ ぞ れ 挟 み 込 む よ う
に し て 積 層 し て も よ い （ 図 ４ （ ｃ ） に 対 応 す る 図 ５ （ ｃ ） を 参 照 す る 。 ） 。
こ こ で 、 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 な ど を 含 む 中 間 層 １ ８ は 、 例 え ば 、 金 色 や 銀 色 の 色 紙
に よ り 構 成 し て も よ い し 、 白 色 の 紙 に 微 少 の 金 箔 や 銀 箔 や チ タ ン 片 や 炭 素 片 を 包 み 込 む よ
う に し て 構 成 し て も よ い 。
こ の よ う に 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 な ど を 含 む 中 間 層 １ ８ を 設 け る こ と に よ り 、 本 発 明
に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 か ら 放 射 さ れ る カ ラ ー エ ネ ル ギ ー が 増 幅 さ れ る 。
な お 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 変 形 例 に お い て 、 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 な ど を 含 む 中 間 層 １
８ は 各 色 料 層 １ ６ の 間 に そ れ ぞ れ 挟 み 込 み 必 要 は な く 、 何 れ か の 色 料 層 １ ６ と 色 料 層 と の
間 に 中 間 層 １ ８ を 一 層 の み 設 け る よ う に し て も よ い 。 同 様 に 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す 変 形 例 に
お い て 、 金 、 銀 、 チ タ ン ま た は 炭 素 な ど を 含 む 中 間 層 １ ８ は 各 色 料 層 １ ６ ， １ ６ ’ ， １ ６
’ ’ ， １ ６ ’ ’ ’ の 間 に そ れ ぞ れ 挟 み 込 み 必 要 は な く 、 例 え ば 、 色 料 層 １ ６ ’ と 色 料 層 １
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６ ’ ’ と の 間 に 中 間 層 １ ８ を 一 層 の み 設 け る よ う に し て も よ い 。
（ ５ ） 第 ５ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ を 外 形 が 長 方 体 状 の 中 空 の 箱
状 体 に よ り 構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え ば 、 外 形 が
立 方 体 状 の 中 空 体 や 、 外 形 が 球 状 の 中 空 体 に よ り 構 成 し て も よ い 。 要 す る に 、 エ ネ ル ギ ー
放 射 装 置 １ ０ を 壁 面 と し て 用 い た 空 間 （ 密 閉 さ れ た 空 間 で あ る こ と が 好 ま し い 。 ） を 備 え
た 中 空 体 を 構 成 す る と と も に 、 そ の 空 間 内 に 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 を 配 置 す れ ば よ い 。
ま た 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 壁 面 全 部 を エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ に よ り 構 成 し て も
よ い し 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 壁 面 の 一 部 の み を エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ に よ り 構
成 す る よ う に し て も よ い 。
（ ６ ） 第 ６ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 内 部 Ｂ に 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 発
生 装 置 ２ １ ０ を １ 個 の み 設 け た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 発 生 装 置 ２ １ ０
は 単 数 で も 複 数 で も よ い 。
（ ７ ） 第 ７ の 変 形 例
上 記 し た 実 施 の 形 態 に お い て は 、 エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置 ２ ０ ０ の 上 面 側 に 銅 板 ２ ０ ６ お よ び
ア ル ミ ニ ウ ム 板 ２ ０ ８ を 設 け た が 、 こ れ に 限 ら れ る も の で は な い こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え
ば 、 銅 板 ２ ０ ６ あ る い は ア ル ミ ニ ウ ム 板 ２ ０ ８ の い ず れ か 一 方 の み を 設 け る よ う に し て も
よ い し 、 両 方 と も 設 け な く と も よ い 。 な お 、 銅 板 ２ ０ ６ の み 設 け た 場 合 に は 、 銅 板 ２ ０ ６
の 上 面 側 に エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １ ０ を 配 置 す る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 銅 板 ２ ０ ６ お よ び
ア ル ミ ニ ウ ム 板 ２ ０ ８ の い ず れ 設 け な い 場 合 に は 、 そ れ ら に 代 え て エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 １
０ を 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
（ ８ ） 上 記 し た 実 施 の 形 態 な ら び に 上 記 し た （ １ ） 乃 至 （ ７ ） に 示 す 第 １ の 変 形 例 乃 至 第
７ の 変 形 例 は 、 適 宜 に 組 み 合 わ せ る よ う に し て も よ い 。
産 業 上 の 利 用 可 能 性
本 発 明 は 、 以 上 説 明 し た よ う に 構 成 さ れ て い る の で 、 ト ル マ リ ン の 効 能 を 効 率 よ く 、 か つ
簡 便 に 利 用 す る こ と を 可 能 に し た エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 お よ び そ れ を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射
装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
図 １ は 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 の 作 用 の 説 明 図 で あ る 。
図 ２ は 、 光 量 子 エ ネ ル ギ ー と 電 磁 波 と の 区 分 な ど を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 ３ は 、 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 の 作 用 の 説 明 図 で あ る 。
図 ４ は 、 （ ａ ） は 本 発 明 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 の 実 施 の 形 態 の 一 例 の 概 念 構 成 説 明 図
で あ り 、 （ ｂ ） な ら び に （ ｃ ） は 第 ３ の 変 形 例 の 概 念 構 成 説 明 図 で あ る 。
図 ５ は 、 （ ａ ） 、 （ ｂ ） な ら び に （ ｃ ） は 第 ４ の 変 形 例 の 概 念 構 成 説 明 図 で あ り 、 図 ５ （
ａ ） は 図 ４ （ ａ ） に 対 応 し 、 図 ５ （ ｂ ） は 図 ４ （ ｂ ） に 対 応 し 、 図 ５ （ ｃ ） は 図 ４ （ ｃ ）
に 対 応 す る 。
図 ６ は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 波 長 帯 と 感 情 ・ 五 臓 と の 関 係 を 説 明 す る た め の 図 表 で あ る 。
図 ７ は 、 特 定 色 ・ 特 定 腺 の 影 響 と 光 量 子 エ ネ ル ギ ー の 波 長 と の 関 係 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 ８ は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 認 識 さ れ る 経 路 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 ９ は 、 光 量 子 エ ネ ル ギ ー の 対 象 物 へ の 作 用 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 １ ０ は 、 水 分 子 の 水 素 結 合 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 １ １ は 、 水 分 子 の ク ラ ス タ ー を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 １ ２ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 自 動 車 の エ ン ジ ン と エ ア ク リ ー ナ ー と の 間 の 吸 気 エ ア ー
ラ イ ン に 装 着 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 １ ３ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー
ト で あ る 。
図 １ ４ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー
ト で あ る 。
図 １ ５ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー
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ト で あ る 。
図 １ ６ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー
ト で あ る 。
図 １ ７ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー
ト で あ る 。
図 １ ８ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 吸 気 エ ア ー ラ イ ン に 装 着 し た 自 動 車 の 走 行 実 験 の レ ポ ー
ト で あ る 。
図 １ ９ は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 自 動 車 の エ ン ジ ン と エ ア ク リ ー ナ ー と の 間 の 吸 気 エ ア ー
ラ イ ン に 装 着 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 ２ ０ は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー に よ る 音 の 調 和 旋 律 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
図 ２ １ は 、 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー の 対 象 物 別 使 用 物 質 効 果 表 を 示 す 図 表 で あ る 。
図 ２ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 一 例 に よ る エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射
装 置 を 示 し 、 （ ａ ） は 一 部 を 破 断 し た 斜 視 図 で あ り 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の Ａ － Ａ 線 に よ る 断
面 図 で あ る 。
図 ２ ３ は 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 と し て の 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル の 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ）
は 交 流 を 印 加 す る 場 合 を 示 し 、 （ ｂ ） は 直 流 を 印 加 す る 場 合 を 示 す 。
図 ２ ４ は 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 と し て の 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル の 説 明 図 で あ り 、 （ ａ ）
は 交 流 を 印 加 す る 場 合 を 示 し 、 （ ｂ ） は 直 流 を 印 加 す る 場 合 を 示 す 。
図 ２ ５ は 、 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を Ｎ Ｓ 磁 石 と Ｓ Ｎ 磁 石 と を 反 発 さ せ る よ う に 配 置 し て
構 成 す る こ と を 示 す 説 明 図 で あ る 。
符 号 の 説 明
１ ０ 　 　 　 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置
１ ２ 　 　 　 基 板
１ ４ 　 　 　 特 殊 鉱 石 層
１ ６ 　 　 　 色 料 層
１ ８ 　 　 　 中 間 層
１ ０ ０ 　 　 　 エ ン ジ ン
１ ０ ２ 　 　 　 エ ア ク リ ー ナ ー
１ ０ ４ 　 　 　 吸 気 エ ア ー ラ イ ン
１ ０ ６ 　 　 　 反 射 板
１ ０ ８ 　 　 　 反 射 板
２ ０ ０ 　 　 　 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置 を 備 え た エ ネ ル ギ ー 照 射 装 置
２ ０ ２ 　 　 　 底 面
２ ０ ４ 　 　 　 側 壁
２ ０ ６ 　 　 　 銅 板
２ ０ ８ 　 　 　 ア ル ミ ニ ウ ム 板
２ １ ０ 　 　 　 宇 宙 エ ネ ル ギ ー 放 射 装 置
３ ０ ０ 　 　 　 左 右 対 称 逆 巻 コ イ ル
４ ０ ０ 　 　 　 左 右 相 違 逆 巻 コ イ ル
５ ０ ０ 　 　 　 Ｎ Ｓ 磁 石
６ ０ ０ 　 　 　 Ｓ Ｎ 磁 石
Ｅ 　 　 　 カ ラ ー エ ネ ル ギ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(14) JP WO2003/086616 A1 2003.10.23



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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